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○むつ市福祉バス使用要綱

平成３年１月２５日

告示第３号

（趣旨）

第１条 この要綱は、むつ市福祉バス（以下「バス」という。）の使用に関し

必要な事項を定めるものとする。

（使用の資格）

第２条 バスを使用することができるものは、むつ市民が加入し、営利を目的

とせず、社会福祉の増進を図ることを主たる目的とする団体（以下「福祉団

体等」という。）とする。

（使用の範囲）

第３条 バスの使用の範囲は、福祉団体等が当該福祉団体等の事業、活動等を

行う場合であって乗車人数がおおむね１０人以上である場合とする。ただし、

公益性に鑑み、市長が必要があると認める場合は、この限りでない。

２ 前項に定めるもののほか、市長は、必要に応じて市が実施する事務事業に

バスを使用することができる。

（運休日）

第４条 バスの運休日は、次のとおりとする。

(１) 土曜日及び日曜日

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(３) 12月28日から翌年の１月３日までの日（前号に掲げる日を除く。）

２ 前項の規定にかかわらず、市長が必要があると認めるときは、運休日を変

更することができる。

（使用の申請）

第５条 バスを使用しようとする福祉団体等（以下「申請者」という。）は、

福祉バス使用承認申請書（様式第１号）に行程表及び乗車名簿を添えて市長

に提出するものとする。

２ 前項の申請は、使用する日の１月前までに行うものとする。ただし、市長

が必要があると認めるときは、この限りでない。

（使用の承認等）

第６条 市長は、前条の規定による申請書を受理したときは、内容を審査し、

使用の可否を決定するものとし、申請者に福祉バス使用承認（不承認）書 （様式

第２号）により通知するものとする。

２ 市長は、公益上必要があると認める場合には、前項の承認を取り消し、又

は使用を制限することができる。

（使用料）
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第７条 バスの使用料は、無料とする。ただし、有料道路利用料、駐車料等当

該使用に関連する費用は、使用する福祉団体等（以下「使用者」という。）

が負担するものとする。

（運行時間）

第８条 バスの運行時間は、使用者が指定する市内の地点を起点及び終点とし

て午前９時から午後４時４５分までとする。ただし、市長が必要があると認

める場合には、運行時間を変更することができる。

（使用回数）

第９条 バスの使用回数は、１団体につき年５回までとする。この場合におい

て、使用者の責めに帰する理由により使用を取り消したときは、使用回数に含

むものとする。

（遵守事項）

第１０条 使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

(１) 運行中は、運転者及び係員の指示に従うこと。

(２) バスの設備、車体等を損傷するおそれのある行為をしないこと。

(３) 運行中に負傷者、病人等が発生した場合は、責任をもって処置するこ

と。

(４) バス内で喫煙しないこと。

(５) 前各号に掲げるもののほか、運転者の安全運転に協力すること。

（その他）

第１１条 この要綱に定めるもののほか、バスの使用に関し必要な事項は、市

長が別に定める。

附 則

この要綱は、告示の日から施行する。

附 則（平成 17年 10月 27日告示第 77号）
この要綱は、告示の日から施行する。

附 則（平成 21年３月 19日告示第 13号）
この要綱は、平成 21年４月１日から施行する。

附 則（平成 22年１月 25日告示第５号）
この要綱は、平成 22年４月１日から施行する。

附 則(平成 28年 3月 25日告示第 21号)
この要綱は、平成 28年 4月 1日から施行する。

附 則(平成 30年 3月 29日告示第 29号)
この要綱は、平成 30年 4月 1日から施行する。
附 則(令和 4年 4月 26日告示第 117号)
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この要綱は、令和 4年 4月 26日から施行する。
附 則（令和 5年 3月 24日告示第 32号）

この要綱は、令和 5年 4月 1日から施行する。


